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軍際環
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二112基酸ヂヒ ドラジドの抗結核菌作用に就いて (tH 1 tU)* 

r~吉田者之
(北海道犬学工学部応用化学科)

山本健一
• (北海道大学結援研究所)

高田善宏
{市立札幌病院薬局)

Bernstein， Lott等りはヨハグgヂヒドラジドが 25

r!molで B.C.G.の発育を阻止することを報告してL必。

ヨハグ殴自体は抗結核菌作用を有しないが，ヒドラジドに

することにより，かなりの抗菌作用を現わすことは非常に

興味がある。脂肪散の抗結!亥菌作用は炭素数と密接な関係

があるが，コハグ段ヂヒドラジド等の二塩基殴ヂヒドラジ

ドに就いても炭素数が抗結核菌作用の強さと関係があると

考えられるので.二記号t:![主ヂヒドラジドの炭素数と抗菌作

用のw日系を研究する目的で，確l[安からセパチy般に到る 9
1直の二tt¥:t};激ヂヒドラジ|ごを合成し， 人型結夜mH37Rv 
に対する発育1m止作用を試除したので殺?1iーする。

に発育を阻止して最高の値を示した。炭素数がより多くな

ると蒋び作用が羽くなっていて， ノルマルな二也芸政ヂヒ

ドラジドでは Csの Korksauredihydrazidが最も強L、抗結

核菌作用を有ずることが認められたの

実践の部

抗菌誤駿 試料を蒸溜水に溶解， 80~C で 15 分間宛

;j')tlili試喰の結果はTableIに示すように.Glutarsaure-

dihydrazid が1'1相最も8~ く.それより氏以数が士殺すと共に

発T3.阻止作用が~iÍt くなり Cs の Korksäuredihydrazid は

2 j1'Jl同地位で 25r!cc， 3辿}自民では 50r/ccの出皮で完全

3回問欽滅菌し， M要濃度になるように試、科を0.1c巴の7.k

rl'に合有させ，牛血消力目 Kirchner培地5CC 1j1に加えるo

Mycobαctel'I'ltm f1lbel'iculo8is H37 Rvをノj、JI¥培地に2辿

~nJ吉去し目立苔を年.1')， 3 mg!ccの割合の荷の7.tafiliKj'J.)佐波
をつくりl:i記!在地r¥rに0.1c巴宛， noち0.3mgの凶を践
胞する。 2~間及び 3 辿ílW古i'J:後判定し，発育しないもの

をー，な育したものをそのffr:tにより十~附とした。

4勿 工C ti 

OxaJsaureゴihydrazid

Malonsauredihydrazid 

Glutarsauredihydrazid 

Adipinsauredihydrazid 

Pimelinsauredihydrazid 

Table I 

l川 浪皮肉

日問蚊 |戸200江Z一10∞川O

l い川14ぺ|一(川一++惜 ト榊721 ー++附 1俳附 1枠

村十

!~;ト

i 141-:-JH 朴!榊;掛時
21 一一掛 i 冊!柵 l 附(附

14 1 + ++榊|榊(榊:榊
I 21 什 j同附附 i附 t 柵

1 14!-l+J桝 J 叶ト柑 lHJ酬21 I 土 附 i叶附附附附

14 ー-!十 i ++ i 朴!附|榊
21 I - 十 i++ 川|附 i附怜

14 
21 

++榊(時|俳 l

一; 十 J 附 ! 制作 i 附 : H怜 l 

持木論文は 史学制段、 !;(.S73巻第7号に発表した。
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当と，Uわれる。

二部悲殴ヒドラジF'f:t常法に従って'1)， ヂエチルエス

テルを計算去の倍の Hydrazinhydr叫及び無水アルコール

と J~流してffjlたが，炭宗主士の多L 、物はi立úf[W;i:問をJミくする

必要があり.また一五1~1-ナニ Hydrazid の母液をf-}び泣流ず

ることによりEむこ IIydrazidを行。
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Kontrast 

KorksaurediathylesterおよびAzclainsaurediathy-

lester米糠油の加水分解で製造したJ脂肪授を蒸溜して液

体駿(主にすレイO/l攻とリノール政より成る)を分ち，日('fSi 

丑の 600に加泊した波硝!校(比!Ic1.48) rllに60-700を保
ちつつ控狩しながら滴下する。 i商ート終了後 NOO の発生が

弱まるまで70。に加机し， 水蒸気蒸溜して HN03]立び招

発!生被を除く。残留するidl状物より熱湯で二塩基殺を反復

抽出して抽出液を波梢し，冷却すると二塩基酸が析出，中且

製二坊芸自費を分離し烈湯より l回再結晶後ヂエチルエステ

ノレにし空)，分j留塔を使用して反復紡;沼して KP12151-152。

のKorksaurediatbylesterと Kpl3159-1600 のAzclain-

saurediathylester:を 4:1の割合でm.， 従って~，:tmirll不

飽和脂肪般の硝酸泊費化法は Korksaureの拠出法として辿

Summary 

Anttbacterial tests a:ginst H37Rv strain of tub巴rclebaciIli wcre made with tbe hydrazidcs of nine 
kinds of normal dibasic acids bctween oxalic and sebacic acids. The growth inhibitory action wns 

the weakest in glutaric a巴idhydrazide， the action strengthening with the incr・easein thc numbcr of 
carbon atoms above that， the action bccoming thc strongest with suberic acid hydrazidc with eight 
carbon atoms. Above that number of carbon， the action was found to again de巴rcasc・
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